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Eade et al. 2014 では、従来の予測可能性の
指標である潜在的予測可能性 R（Rowell et al. 
1995, 杉 2002）は中・高緯度を過少に評価し











（ database for Policy Decision making for 
Future climate change; Mizuta et al. 2017）の過
去実験を用いた。これは気象研究所の大気大
循環モデル MRI-AGCM3.2（Mizuta et al. 2012）
に外部境界条件として 1951 年以降に観測され
た SST 及び海氷を与えた 100 メンバーのアン
サンブル実験である。大気モデルの水平解像
度は約 60km、鉛直層数は 0.01hPa を上端とし
て 64 層となっている。モデルと比較する観測デ
ータは、大気については JRA-55（Kobayashi et 
al. 2015 ） 、 SST に つ い て は COBE-SST2
（Hirahara et al. 2014）を用いた。観測・モデルと




ために Tibaldi and Molteni（1990）のブロッキン
グインデックスを使用した。特定の緯度につい
て以下の 2 つのインデックスを各経度で計算し、
GHGN<-10 かつ GHGS>0 を満たした場合にブ
ロッキングが発生していると判定し、そのとき
の GHGS をインデックスとする。 
𝐺𝐻𝐺𝑁 = [
𝑍(80° + 𝛿) − 𝑍(60° + 𝛿)
(80° + 𝛿) − (60° + 𝛿)
] (𝑚/𝑑𝑒𝑔) 
𝐺𝐻𝐺𝑆 = [
𝑍(60° + 𝛿) − 𝑍(40° + 𝛿)
(60° + 𝛿) − (40° + 𝛿)
] (𝑚/𝑑𝑒𝑔) 



































































Z500 を 回 帰 さ せ る と 、
ENSO( El Niño-Southern Oscillation ） と PNA
（Pacific/North American pattern; Wallace and 
Gutzler 1981）がみられた。ブロッキン グと


























数と NDJF 平均した NINO3.4 インデックスの
時系列。黒線はアンサンブル平均、陰影は
1 標準偏差のスプレッド、色塗りは NDJF 平
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